
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
／
小
水
力
・
地
熱

小
水
力

　
河
川
や
農
業
用
水
路
な
ど
を
活
用
し
た
小
水
力
発
電

事
業
を
手
が
け
る
動
き
が
全
国
で
相
次
い
で
い
る
。
適

地
調
査
は
数
年
前
か
ら
各
地
で
行
わ
れ
て
お
り
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価
格
買
い
取
り
制
度
の
施
行

を
追
い
風
に
、
水
面
下
で
取
り
組
ん
で
き
た
計
画
が
表

面
化
し
て
き
た
。事
業
主
体
は
地
方
自
治
体
や
企
業
、特

定
目
的
会
社
Ｓ
Ｐ
Ｃ
な
ど
多
様
で
、
地
域
に
合
っ
た

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
構
築
し
よ
う
と
奮
闘
し
て
い
る
。

　地下深くにある高温のマグマか
ら発せられるエネルギーを利用す
る地熱発電は、事業化までに長い
時間を要するため、再生可能エネ
ルギーの固定価格買い取り制度開
始に合わせて新規に地熱発電事業
を始めた企業はまだない。とはい

え、既設の地熱発電事業者は同制
度の買い取り価格を歓迎する。地
熱発電は将来有望な自然エネルギ
ーとして期待が高まっており、発
電事業参入の動きは、有望市場で
ある日本とインドネシアで 熱く
なっている。

宇都宮市内の小水力発電装置

環境省が４月に都内で開いた
「地熱発電に関する環境省施
策の事業者向け説明会」であ
いさつする細野豪志環境相

普
及
に
国
の
支
援
必
要

全国の協議会が主導１７年度めど４０カ所鹿児島企業の参入活発に

いざ発電、事業主体多様に

　
日
本
の
地
熱
開
発
事
業
者

４
社
で
組
織
す
る
日
本
地
熱

開
発
企
業
協
議
会
は
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価

格
買
い
取
り
制
度
に
お
け
る

２
０
１
２
年
度
の
買
い
取
り

価
格
を
「
高
く
設
定
し
て
も

ら
っ
た
」
と
歓
迎
し
て
い

る
。
大
き
な
課
題
の
一
つ
で

あ
る
経
済
性
が
ク
リ
ア
さ
れ

た
形
だ
。
た
だ
、
同
協
議
会

会
員
４
社
と
も
に
、
既
存
の

発
電
設
備
の
運
転
開
始
が
１

９
９
６
年

月
以
前
で
あ
る

た
め
、
既
運
転
期
間
を
除
く

残
余
期
間
が
な
く
、
同
買
い

取
り
制
度
の
対
象
か
ら
外
れ

て
い
る
。

　
日
本
の
浅
部
地
熱
資
源
量

は
米
国
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に

次
い
で
世
界
第
３
位
。
地
熱

用
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
の
世
界
シ

ェ
ア
は
日
本
が
首
位
に
立
っ

て
い
る
。
た
だ
設
備
容
量
で

は
世
界
８
位
に
と
ど
ま
る
。

地
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
約
８
割

が
自
然
公
園
内
に
あ
る
こ
と

や
、
近
隣
の
温
泉
事
業
者
の

理
解
を
得
な
い
と
な
か
な
か

開
発
が
進
ま
な
い
と
い
っ
た

事
情
が
あ
る
た
め
だ
。

年

３
月
に
東
京
電
力
が
八
丈
島

で
運
転
を
開
始
し
て
以
降
、

大
き
な
地
熱
発
電
所
は
で
き

て
い
な
い
。
こ
の
た
め

年

代
後
半
か
ら
地
熱
発
電
の
認

可
電
力
量
は
ほ
ぼ
横
ば
い
の

状
況
で
推
移
し
て
い
る
。

眠れる地下資源埋蔵量世界３位
長い工期とコスト課題８割が自然公園内

地
熱

北海道や秋田、開発調査段階に

年
６
月
に
運
転
を
開
始
し

た
秋
田
県
鹿
角
市
の
大
沼
地

熱
発
電
所

三
菱
マ
テ
リ
ア

ル
▲

　
こ
う
し
た
中
、
さ
ま
ざ
ま

な
企
業
が
地
熱
発
電
の
事
業

開
発
に
着
手
し
て
お
り
、
参

入
企
業
の
裾
野
も
広
が
っ
て

き
た
。

　
Ｊ
パ
ワ
ー
、
三
菱
マ
テ
リ

ア
ル
、
三
菱
ガ
ス
化
学
の
３

社
が
共
同
出
資
す
る
湯
沢
地

熱

秋
田
県
湯
沢
市

は
、

地
熱
発
電
所
の
新
設
計
画
を

策
定
し
、
環
境
影
響
評
価
手

続
き
に
乗
り
出
す
。
地
熱
発

電
所
の
新
設
計
画
で
は
、

年
の
工
事
開
始
と

年
の
運

転
開
始
を
予
定
し
て
い
る
。

発
電
出
力
は
４
万
２
０
０
０

級
の
見
通
し
。
湯
沢
地

熱
は

年
４
月
に
設
立
。
湯

沢
市
山
葵
沢
・
秋
ノ
宮
地
域

で
地
熱
開
発
調
査
を
行
っ
て

き
た
。

　
Ｊ
Ｘ
日
鉱
日
石
金
属
は

年
６
月
に
、
地
熱
発
電
の
可

能
性
を
調
査
し
て
い
た
札
幌

市
南
区
の
豊
羽
地
区
で
調
査

井
の
１
本
か
ら
水
蒸
気
の
噴

気
を
確
認
し
た
。
今
回
の
噴

気
で
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
分
析

に
よ
っ
て
、
豊
羽
地
区
で
の

地
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
潜
在
的

な
存
在
量
な
ど
の
調
査
が
進

む
見
通
し
。
調
査
を

年
頃

ま
で
続
け
、
事
業
化
の
可
能

性
を
検
討
す
る
。

　
調
査
井
か
ら
の
噴
気
は
、

水
蒸
気
の
圧
力
や
地
熱
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
潜
在
的
な
存
在
状

況
を
把
握
す
る
た
め
に
行
っ

た
短
期
噴
出
試
験
で
確
認
さ

れ
た
。
Ｊ
Ｘ
日
鉱
日
石
金
属

は
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業

技
術
総
合
開
発
機
構

Ｎ
Ｅ

Ｄ
Ｏ

が

年
度
ま
で
実
施

し
た
豊
羽
地
区
の
調
査
を
引

き
継
ぎ
、

年
度
に
調
査
井

の
ボ
ー
リ
ン
グ
掘
削
を
行
っ

て
い
た
。

　
王
子
製
紙
は

年
６
月
に

同
社
社
有
林
の
地
熱
発
電
調

査
を
大
林
組
と
共
同
で
行
う

と
発
表
し
た
。

年
度
中
に

王
子
製
紙
が
調
査
を
始
め
る

北
海
道
美
瑛
町
の
美
瑛
山
林

面
積
３
１
５
２

は
、

国
の
調
査
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
量

の
高
い
地
熱
貯
留
層
が
あ
る

こ
と
が
判
明
。
共
同
調
査
の

結
果
に
よ
っ
て
は
同
社
初
と

な
る
地
熱
発
電
事
業
参
入
が

決
ま
る
。
資
源
環
境
ビ
ジ
ネ

ス
を
拡
大
す
る
戦
略
の
一
環

と
し
て
、
発
電
事
業
を
柱
の

一
つ
に
し
て
い
る
。
地
熱
発

電
参
入
時
に
は
同
買
い
取
り

制
度
を
活
用
す
る
方
針
だ
。

　
こ
の
他
、
大
手
商
社
が
有

望
な
地
熱
資
源
に
恵
ま
れ
た

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
の
事
業
展

開
に
乗
り
出
し
、
実
績
を
積

み
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。

丸
紅
と
東
芝
は
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
で
地
熱
発
電
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
受
注
し
た
。
東
芝
製
の

蒸
気
タ
ー
ビ
ン
、
発
電
機
な

ど
を
含
む
設
備
の
納
入
、
建

設
工
事
を
両
社
で
一
括
し
て

請
け
負
う
Ｅ
Ｐ
Ｃ
事
業
だ
。

現
地
の
地
熱
発
電
事
業
者
ジ

オ
・
デ
ィ
パ
・
エ
ナ
ジ
ー
向

け
で
、
ジ
ャ
ワ
島
西
部
バ
ン

ド
ン
郊
外
に
総
出
力
約
５
万

５
０
０
０

の
発
電
所
を

建
設
し
、

年
に
運
転
を
始

め
る
予
定
。

　
丸
紅
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で

地
熱
発
電
所
の
Ｅ
Ｐ
Ｃ
事
業

を
手
が
け
る
の
は
今
回
が
初

め
て
と
な
る
。
同
国
政
府
が

地
熱
発
電
の
拡
大
を
推
進
し

て
お
り
、
引
き
続
き
受
注
獲

得
を
狙
う
。

　
住
友
商
事
は
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
で
大
型
地
熱
発
電
に
開
発

初
期
段
階
か
ら
参
画
し
て
い

る
。
地
熱
発
電
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
国
営
電
力
会
社
Ｐ
Ｌ
Ｎ

ジ
ャ
カ
ル
タ

と

年
の

長
期
売
電
契
約
を
結
ん
だ
。

ス
マ
ト
ラ
島
の
２
鉱
区
に
合

計

万

の
世
界
最
大
級

の
地
熱
発
電
所
を
建
設
し
、

年
内
の
工
事
完
成
を
目
指

す
。
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
な
ど
の

発
電
所
の
主
要
機
器
に
つ
い

て
は
日
本
メ
ー
カ
ー
か
ら
調

達
す
る
計
画
だ
。

大手商社、インドネシアに注目

県
・
自
治
体
が
連
携
地
域
経
済
に
波
及
効
果「スマートビレッジ」にらむ

ダム放流水活用、積極売電鳥取・静岡

栃木

　
地
域
が
主
導
す
る
取
り
組

み
と
し
て
鳥
取
県
で
は
３
億

２
０
０
０
万
円
を
投
じ
、
県

営
賀
祥
ダ
ム

鳥
取
県
南
部

町

の
維
持
放
流
水
を
活
用

し
た
小
水
力
発
電
所
を
建
設

す
る
。

年
８
月
に
も
建
設

に
着
手
し
、

年
５
月
を
め

ど
に
発
電
事
業
を
始
め
る
。

発
電
設
備
の
最
大
出
力
は
２

６
０

。
年
間
発
電
量
は

約
１
４
０
万

時
を
見
込

む
。

　
発
電
電
力
は
全
量
売
電

し
、
今
年

月
ま
で
に
同
買

い
取
り
制
度
の
設
備
認
定
を

申
請
す
る
計
画
だ
。
ま
た
河

川
の
落
差
を
利
用
し
た
小
水

力
発
電
で
も
予
算
を
組
み
、

既
に
事
業
化
調
査
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　
基
礎
自
治
体
な
ど
と
連
携

す
る
取
り
組
み
で
は
静
岡
県

が
、
約
１
億
６
０
０
０
万
円

の
予
算
を
投
じ
て
奥
野
ダ
ム

静
岡
県
伊
東
市

の
放
水

管
路
に
発
電
設
備
を
設
置
す

る
。

年
度
中
に
も
建
設
に

着
手
し
、

年
度
以
降
の
発

電
を
予
定
す
る
。
発
電
し
た

電
力
は
同
ダ
ム
の
管
理
に
使

い
、
余
剰
電
力
を
売
電
す

る
。
最
大
出
力
は
１
２
０

。
年
間
発
電
量
は

万
７

１
０
０

時
を
見
込
む
。

ま
た
同
県
は
菊
川
市
と
掛
川

市
内
の
両
地
区
で
、
大
井
川

の
農
業
用
水
を
活
用
し
た
小

水
力
発
電
施
設
の
整
備
に
も

乗
り
出
す
。

年
度
中
に
建

設
に
着
手
し
、

年
度
の
稼

働
を
目
指
し
て
い
る
。
年
間

発
電
量
は
２
カ
所
合
計
で
１

２
６
万
６
０
０
０

時
を

見
込
む
。
発
電
し
た
電
力
は

全
量
売
電
す
る
。
事
業
費
は

５
億
８
０
０
０
万
円
。
う
ち

％
を
国
が
負
担
す
る
。

　
国
の
特
区
制
度
を
活
用
す

る
動
き
も
進
ん
で
い
る
。
栃

木
県
は
地
域
活
性
化
総
合
特

区
制
度
を
活
用
し
た
小
水
力

発
電
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構

築
に
取
り
組
む
。

年

月

に
県
内
の
那
須
塩
原
市
、
宇

都
宮
市
、
塩
谷
町
で
特
区
指

定
を
申
請
し
て
認
定
を
受
け

た
。
計
画
で
は

、

年
度

中
に
農
業
用
水
路
を
活
用
し

た
実
証
実
験
な
ど
を
行
い
、

年
度
以
降
の
事
業
化
を
目

指
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は

最
大
出
力

―
数
十

の
小
水
力
発
電
装
置
を
約
１

０
０
機
設
置
。
合
計
約
１
０

０
０

の
出
力
で
、
年
間

発
電
量
７
０
０
万

時
を

見
込
む
。
投
資
額
は
約

億

円
。

　
野
村
グ
ル
ー
プ
の
野
村
ア

グ
リ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
＆
ア
ド

バ
イ
ザ
リ
ー

東
京
都
千
代

田
区

な
ど
３
社
が
共
同
出

資
す
る
新
会
社
を
設
立
し
、

資
金
を
集
め
る
な
ど
事
業
実

施
主
体
と
し
て
発
電
事
業
を

手
が
け
る
。
ま
た
同
県
で
は

県
内
経
済
の
活
性
化
も
目
指

し
て
お
り
、
装
置
の
製
造
や

設
置
で

年
度
に
約
３
億

円
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費
用
で

１
億
７
０
０
０
万
円
の
波
及

効
果
も
見
込
む
。

　
一
方
、
栃
木
県
は

年
６

月
に
、
産
学
官
組
織
「
栃
木

県
ス
マ
ー
ト
ビ
レ
ッ
ジ
モ
デ

ル
研
究
会
」
を
発
足
。

年

３
月
に
は
宇
都
宮
市
内
の
農

業
用
水
路
に
小
水
力
発
電
装

置
を
設
置
し
、
実
証
実
験
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
最
大
２

・
５

を
発
電
し
、
電
気

自
動
車

Ｅ
Ｖ

へ
の
電
力

供
給
を
視
野
に
入
れ
て
い

る
。
ま
た
自
動
除
塵
機
を
設

置
し
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
手

間
を
軽
減
し
た
。
「

年
以

内
に
は
小
水
力
発
電
装
置
を

数
十
カ
所
設
置
し
た
い
。
ほ

ぼ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
リ
ー
で

売
電
収
入
を
得
ら
れ
る
点
は

魅
力
で
は
な
い
か
」

栃
木

県
農
政
部

と
し
て
い
る
。

設
備
・
保
守
、
豊
富
な
実
績
生
か
す

　
企
業
の
取
り
組
み
も
活
発

化
し
て
い
る
。
日
本
工
営
と

同
社
１
０
０
％
出
資
子
会
社

の
新
曽
木
水
力
発
電

鹿
児

島
県
伊
佐
市

は

年
３

月
、
曽
木
の
滝
公
園

同

市

内
の
河
川
を
利
用
し
た

小
水
力
発
電
所
の
建
設
工
事

を
始
め
た
。
日
本
工
営
が
建

設
資
金
や
技
術
者
を
、
新
曽

木
水
力
発
電
が
発
電
所
の
建

設
や
運
転
、
維
持
管
理
を
担

う
。
出
力
は
４
６
０

で
、
年
間
発
電
量
は
約
３
８

５
万

時
を
見
込
む
。
建

設
費
用
は
約
４
億
５
０
０
０

万
円
。

年
４
月
に
運
転
を

始
め
、
発
電
電
力
は
全
量
売

電
す
る
。

　
日
本
工
営
は
国
内
外
で
水

力
発
電
所
の
設
計
や
施
工
管

理
を
請
け
負
い
、
水
車
・
発

電
機
の
製
造
も
手
が
け
る
。

発
電
事
業
は
今
回
の
伊
佐
市

が
初
め
て
。
小
水
力
発
電
で

は
そ
の
発
電
事
業
と
適
地
調

査
や
設
計
な
ど
を
手
が
け
る

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
事
業
が
２

本
柱
。
海
外
の
適
地
を
把
握

す
る
な
ど
従
来
事
業
で
培
っ

た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、
海

外
展
開
も
視
野
に
入
れ
る
。

小
水
力
発
電
事
業
で

年
後

に
売
上
高

億
円
規
模
を
目

標
に
掲
げ
る
。

　
丸
紅
１
０
０
％
子
会
社
の

三
峰
川
電
力

東
京
都
千
代

田
区

は

年
４
月
、
山
梨

県
北
杜
市
に
設
置
し
た
小
水

力
発
電
所
の
運
転
を
始
め

た
。
同
一
の
用
水
路
３
地
点

に
発
電
所
を
設
置
し
、
年
間

発
電
量
は
合
計
４
６
０
万

時
を
見
込
む
。
複
数
地
点

を
同
時
に
開
発
し
、
建
設
期

間
の
短
縮
や
工
事
費
用
を
削

減
。
ま
た
運
転
後
の
保
守
の

効
率
を
向
上
す
る
こ
と
で
、

事
業
性
を
高
め
た
。
発
電
電

力
は
全
量
売
電
す
る
。
丸
紅

は

年
か
ら
小
水
力
発
電
に

取
り
組
み
、
今
回
の
北
杜
市

の
案
件
で
運
営
す
る
発
電
所

は
累
計
６
カ
所
。
同
社
は

年
ま
で
に
国
内

カ
所
程
度

の
中
・
小
水
力
発
電
所
の
開

発
を
目
指
し
て
い
る
。

　
東
京
電
力
子
会
社
の
東
京

発
電

東
京
都
港
区

は
１

０
０
年
以
上
前
に
運
転
を
開

始
し
た
水
力
発
電
所
を
今
も

運
営
す
る
な
ど
、
水
力
発
電

事
業
で
豊
富
な
実
績
を
持
つ

老
舗
。

年
に
マ
イ
ク
ロ
水

力
発
電
事
業
を
始
め
、
こ
れ

ま
で
浄
水
場
や
下
水
処
理
場

な
ど

カ
所
に
発
電
所
を
建

設
し
た
。
さ
い
た
ま
市
水
道

局
と
共
同
で

年
４
月
か
ら

運
転
を
始
め
た
「
大
宮
発
電

所
」
は
、
上
水
道
の
水
の
余

剰
圧
力
を
活
用
し
て
発
電
す

る
。
最
大
出
力
は

。

発
電
電
力
量
は
年
間

万

時
。
発
電
電
力
は
発
電
所

を
建
設
し
た
大
宮
配
水
場
内

で
自
家
消
費
す
る
。

　
浄
水
場
や
農
業
用
水
以
外

に
老
朽
化
に
よ
っ
て
廃
止
さ

れ
た
水
力
発
電
所
を
再
生
す

る
事
業
に
も
取
り
組
む
。
こ

れ
ま
で
静
岡
県
内
の
温
泉
地

で
利
用
さ
れ
て
い
た
水
力
発

電
所
を
再
生
す
る
な
ど
、
地

域
に
根
差
し
た
実
績
も
上
げ

て
い
る
。

　　 ２０１２年 平成２４年 ７月３１日 火曜日 （第２部） 　　 （ ）

全
国
小
水
力
利
用
推
進
協
議

会
は
７
月

日
に
東
京
都
内

で
全
国
規
模
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
初
め
て
開
い
た

▲
日
本
工
営
が
小
水
力
発
電
所
の
建
設
に
取

り
組
む
曽
木
の
滝
公
園
」
内
の
河
川

　
「
固
定
価
格
買
い
取
り
制

度
の
実
施
は
転
換
期
。
今
後

は
小
水
力
発
電
が
日
本
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
柱
と
な
る

べ
く
、
普
及
に
力
を
入
れ
て

い
き
た
い
」
。
全
国
小
水
力

利
用
推
進
協
議
会
の
愛
知
和

男
会
長
は
、
２
０
１
２
年
７

月

日
に
東
京
都
内
で
開
い

た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
意
気
込

み
を
語
っ
た
。
経
済
産
業
や

環
境
、
農
林
水
産
の
３
省
か

ら
担
当
者
が
参
加
す
る
全
国

規
模
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
今

回
が
初
め
て
で
、
日
曜
日
の

開
催
に
も
か
か
わ
ら
ず
約
１

２
０
人
が
参
加
。
国
会
議
員

が
駆
け
つ
け
る
な
ど
、
関
心

の
高
さ
を
う
か
が
わ
せ
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
駆
け
つ

け
た
鹿
児
島
県
小
水
力
利
用

推
進
協
議
会
は
、
同
県
内
の

河
川
や
農
業
用
水
路
な
ど
を

活
用
し
た
小
水
力
発
電
施
設

を

年
度
ま
で
に
約

カ
所

建
設
す
る
計
画
を
進
め
る
。

総
事
業
費
は
約
２
４
０
億

円
。
事
業
運
営
は
同
協
議
会

の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
九
州

発
電

鹿
児
島
市

が
行

う
。

年
度
中
に
４
カ
所
で

建
設
に
着
手
し
、
早
期
発
電

を
目
指
す
。
発
電
し
た
電
力

は
全
量
売
電
し
、
収
入
は
年

間
約

数
億
円
を
見
込
ん
で

い
る
。

　
一
カ
所
当
た
り
の
出
力
は

約
３
５
０

―
１
５
０
０

で
、
合
計
出
力
は
２
万
４

０
０
０

規
模
。
九
州
発

電
は
地
元
企
業
な
ど
の
出
資

に
よ
っ
て

年
１
月
に
設

立
。
小
水
力
発
電
の
適
地
調

査
か
ら
設
計
、
施
工
、
運
営

を
手
が
け
る
。
現
在
は
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
専
門
家
７

人
で
事
業
に
取
り
組
む
。

▲
豊
羽
地
区
で
進
め
て
い
る
地

熱
開
発
の
た
め
の
調
査
井
か

ら
の
噴
気

Ｊ
Ｘ
日
鉱
日
石

金
属

　
環
境
省
は

年
３
月

日

付
で
各
地
方
環
境
事
務
所
に

「
国
立
・
国
定
公
園
内
に
お

け
る
地
熱
開
発
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
」
を
通
知
。
４
月

９
日
に
は
東
京
都
千
代
田
区

で
同
取
り
扱
い
に
つ
い
て
定

員
１
０
０
人
規
模
の
地
熱
発

電
事
業
者
向
け
説
明
会
を
開

い
た
。
同
取
り
扱
い
で
は
自

然
環
境
保
全
な
ど
の
た
め
の

基
本
的
な
考
え
方
の
中
で

国
立
国
定
公
園
に
お
け
る

地
熱
開
発
の
実
施
に
つ
い
て

は
地
域
の
持
続
的
な
発
展
に

と
っ
て
も
大
き
な
関
わ
り
の

あ
る
行
為
と
考
え
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
温
泉
関
係
者
や
自

然
保
護
団
体
を
は
じ
め
と
す

る
地
域
の
関
係
者
に
よ
る
合

意
形
成
が
図
ら
れ
、
か
つ
当

該
合
意
に
基
づ
く
地
熱
開
発

計
画
が
策
定
さ
れ
る
こ
と
を

前
提
と
す
る
と
し
て
い
る
。

　
一
方
、
国
立
公
園
計
画
お

よ
び
国
定
公
園
計
画
に
お
い

て
定
め
る
第
２
種
特
別
地
域

と
第
３
種
特
別
地
域
で
は
、

「
地
域
協
議
会
な
ど
、
地
熱

開
発
事
業
者
と
、
地
方
自
治

体
、
地
域
住
民
、
自
然
保
護

団
体
、
温
泉
事
業
者
な
ど
の

関
係
者
と
の
地
域
に
お
け
る

合
意
形
成
の
場
の
構
築
」
な

ど
で
優
良
事
例
と
し
て
ふ
さ

わ
し
い
と
判
断
さ
れ
る
場
合

は
、
掘
削
や
工
作
物
の
設
置

の
可
能
性
に
つ
い
て
も
個
別

に
検
討
し
た
上
で
、
そ
の
実

施
を
認
め
る
と
し
て
い
る
。

　
地
熱
発
電
の
普
及
を
巡
っ

て
は
、
自
然
公
園
法
の
改
正

や
政
策
的
支
援
な
ど
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
経

済
的
課
題
と
し
て
環
境
影
響

調
査
な
ど
に
時
間
が
か
か
る

こ
と
で
事
業
者
の
開
発
意
欲

が
わ
か
な
く
な
る
と
い
っ
た

指
摘
も
あ
る
。
開
発
コ
ス
ト

の
低
減
や
発
電
所
建
設
ま
で

の
リ
ー
ド
タ
イ
ム
の
短
縮
な

ど
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。


